
■寄付と売上■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 312号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

311 目次 

1. トピックス：4/14 チャレンジアシスト・裁判編 

2. ブログから：寄付と売上 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

5. このメルマガについて 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

1. トピックス：4/14 チャレンジアシスト・裁判編 

 

明日 4月 14日、僕は横浜地裁で裁判を傍聴します。 

詳細はこちらをご覧ください。 

http://tsuchiya-yukiko.com/tuchiya_web/?p=151 

 

僕としては、裁判傍聴初体験 

そしてもちろん原告の土田さんも、裁判所体験 

ということで、土屋さん応援と自分の勉強を兼ねて、行ってきます。 

参加希望の方は、 

横浜地方裁判所 5 階 502号室 10:15 現地集合です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：寄付と売上 

 

売買とは、何かの財産権とその代金を交換することだ。 

それ以前の、お金を介さずに直接交換していたことに比べれば、相手・場所・時間に縛られない画期的な手段に

違いない。 

だが、全てのことには表裏があり、メリットの背後に必ずデメリットが潜んでいる。 

売買代金は様々な条件を清算する手切れ金のようなものだが、無償であげたりもらう時には、様々な条件や願い

事が付きまとう。 

縁を切るためには売買が好都合だが、何かを継続するには役立たない。 

むしろ貸し借りの方が返却まで継続するメリットがある。 



つまり、何かをそのまま引き継ぐのに、売買は必要ないということだ。 

・ 

何かを引き継ぐことを承継というが、全てをそのまま引き継ぐことを包括承継といい、相続がこれに当たる。 

だが、全てを承継する包括承継に対し、一部分を承継することを特定承継と呼び、これに該当するのが売買だ。 

つまり、相続の弊害は、相続人が複数いれば、たとえ承継を望まなくても分割を求められることだったが、売買

による承継の弊害は良いとこ取りの部分承継になることだ。 

国づくりのプロセスにおいて、土地の財産部分つまり所有権の承継には売買はふさわしくない。 

その土地を承継するメリットとデメリットを金銭で清算せず、全てを引き継ぐことが必要だ。 

その理由は簡単で、メリットとデメリットの判定はその時点での判断に過ぎないから。 

土地を永続的に利活用するうちに社会も価値観も変化するので、メリットとデメリットも変化し続ける。 

現に事業継承とは、債権債務を清算することでなく、そのすべてを引き継ぐこと。 

事業における本当の価値は資産でなく負債の方かもしれない。 

売掛先の顧客も大事だが、買掛先の下請けネットワークこそがその会社の生命線かも知れない。 

したがって、国づくりにおける土地の取得は、売買でなく寄付譲渡により行うべし。 

私たちが目指す王様（地主）は、国土の売買など決して行わない。 

・ 

寄付についても、合理的に説明したい。 

寄付とは気前の良い人や慈悲深い人が困った人や貧しい人に対する施しだと、あなたは思いこんでおるまいか。 

ｗｉｋｉにも「寄付（きふ、英: donation）とは、金銭や財産などを公共事業、公益・福祉・宗教施設などへ無償

で提供すること。」とあるので無理もない。 

だが、ここでいう寄付とは支払う側から見れば「対価を求めない支払い」のこと。 

だとすると、受ける側から見ると何なのかが問題だ。 

その答えを論じる前に、寄付と財務会計との関係を見てみよう。 

寄付金を支払う法人は、これを経費として損金処理できない。 

つまり、法人税を納めた残りの利益から支払えということだ。 

その理由は先ほどの「対価を求めない支払い」だから、売上の役に立つ対価でなければ損金にできない。 

・ 

一方で、寄付をもらう時はどうだろう。 

株式会社などの営利法人は寄付だろうが何だろうが、全ての収入は売上となって法人税課税の対象だから、その

収入を得るために使った経費が無ければそのまま課税されることになる。 

ところが非営利法人はもともと営利を目的としていないので、対価性のない寄付は課税対象とならない。 

寄付金の他にも対価性のない会費収入や、利益を生まない助成金などが課税対象とならない。 

売上が生み出す利益とは、事業に使われず所有者が配分してしまうが、非営利法人の剰余金はすべてを翌期の事

業に使うために繰り越すので、対価すら求めない寄付や会費はそのまま蓄積することができる。 

そこで先ほどの問いに対し、「寄付とは法人と夢や願いを共有する代金」と位置付けたい。 

・ 

また、「地主の起業」という本章のタイトルは、この法人を地主自身が起業することを指している。 

つまり、自分で作った法人に自分の土地を寄付することで、寿命のある個人所有から不死身の法人所有に変える

ことだ。 

一般的な寄付のイメージは、自分の財産を役立ててくれそうな組織や法人を探すことなのだが、これは相当難し

く、少額な寄付から始めたり、複数の団体に寄付したり様々な工夫がなされているようだ。 

ところが今、少子高齢化の影響もあり、相続人のいない人が増えている。 



相続人がいない人の財産は国庫に編入され、換金されて歳入となる。 

土地の場合は官有地として利用できるものを除いて競売に供されて、結局国庫に編入される。 

もしそれが嫌ならば、遺言書に寄付先を明示すれば、死後の寄付（遺贈）が可能となるが、遺贈先の選定はさら

に難しくなる。 

そこで注目されるのが、この自己寄付だ。 

つまり、自分に寄付することが一番確実なうえ、生前から始められるのもメリットだ。 

・ 

以上、執筆中の「地主の学校」から一部を抜粋。 

 

http://nanoni.co.jp/20210413/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）04/13 ■〇◎いづみ作業日 09-17時 

09-10時 〇いづみMTG（反町） 

10-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

（水）04/14 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

   10-12時 ★横浜地裁傍聴（横浜） 

（木）04/15 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 13-18時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

 18-20時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

（金）04/16 ■〇◎なのに作業日 10-21時 

 10-12時 △HFA定例会議（渋谷） 

   12-13時 △伊東事務所打合せ（渋谷） 

（土）04/17 ■〇◎笑恵館作業日 09-17時 

09-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

09-12時 △面談：田辺さん（笑恵館） 

13-14時 △面談：佐谷さん（笑恵館） 

（日）04/18 ■〇◎休業日 

（月）04/19 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 



■その後の予定 

04/20 10-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

04/22 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

04/24 09-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

05/01 20-22時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 5月例会（リモート） 

05/02 20-22時 ★コミュニティつくりの学校②（リモート） 

05/06-9 ▲旅行（対馬、壱岐） 

05/10 09-12時 ●面談：HGさん（福岡） 

05/10 14-22時 ●訪問：CCJ（新山口） 

05/11 10-13時 ●訪問：笑恵館・堺別館（堺） 

05/11 14-15時 ●訪問：仁徳天皇陵（堺） 

05/13 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

05/13 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

05/13 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

05/14 20-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

05/19 10-11時 ★山川山荘訪問（八ヶ岳） 

05/19 13-16時 △理知の杜評議員会（松本） 

05/20 13-17時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

05/20 18-20時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


